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第 3報措抗微生物による作物病害防除の研 史
指抗放射扶 菌の培養粉末に就て
体培養基を使用した。実験法は常法による。
実験結巣:第1表及び第2表の如〈である。
第1表及び第2表に依れば、発育遁i昆及び最
適 pHは、 1091では 24-2';.oC，pH 7.0・ー7.5，
114Lは樹-4(戸CpH 7.0， 1154は 300C，pH 
7.0， 1166は 33・C，pH 7.0である。
3.培養基の最素源及び窒素源 培養基
に用ひる安素源、窒素源、の種類と拾抗放射賦菌
の発育とを試験した。
(1)炭素源
炭素源の種類:Galactose， Glucose， GlyceriIle， 
Innlin， Lactιse， Laevalo略 Malto自40，Mannit， Star('h 
Sucro自eAcetic acid， Citric acid， Tartaric acid. 
実験方法:基本培養液 (BB5alsolution) 
NH4 N03 3'.Og Mg鎖)4 0.5 K，! HP04 J.O 
KCl 0.5 NaCl J.O FeS04 O.01 
OaOb ].0 蒸溜水 1000cc
基本培養液に各衆素源を1.0，彰加へ‘三角ア
ラR コに 5lJcc宛分i主殺菌し、放射献菌を植付
け、 1週間培養してその勢育航贈を調査した。
接種には接種量を一定にする錯、胞子懸濁液を
作り、 1白金耳宛婚滴した。
実験結巣:第3衰のま日てである。
第3表によれば、最遁農業混として、 1091は
Glycerine， 1141はGlriactose，Gluco宮e，MaltOlSe， 
1154は Manllit.8ucrose， 1166は Galactose，
Mannit， Mahoseである。四種を遁じて良い
ものは Maltose，M岨 nit，G色lactose.ffin切59，
Glycerine.である。有機酸類は何れも不良であ
った。 1154は Sucro喧e，Mannitが成積良し
GJucoseが不良で、他の三種と契る。
弦にi主意すペをととは、第3表に示される最
撞表索源正大量増養に於る夫とは、必づしも一
致した川事である。 gpち抗菌物質泊出の錦、大
量に埼養ずる場合等では発育は他の養分や埼養
僚件に支配せられ、利用され易い炭素源は過平
に消費されて、養分の均衝を失ふ場合があれ
斯る場合は往々、培養基 pHは激縫い発育不
良となる。
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1.緒 雷筆者等は第 1報に於てトマト青
枯病菌に拾抗作用を有する放射航菌 No.1091. 
1141. 1154及び1166を選出した事を報告した。
其後、拾杭放射賦菌を土壌に添加する方法に就
て検討して、土壌中に拾抗菌を炭<:J3.密に分布
させるには相当量の培養を撒布し、充分耕転す
れば良いと考へた。との方法に使用する培養は
胞子を多量に含む乾埠粉末が好適である。筆者
等は之を時養勝末と呼ぶ。
弦~報告するものは培養粉末を作る目的で行
った、諸実験の結果を取樺占5たものである。
本研究は文部省科学試験研究費によって施行
した、記して謝意を表する。
2.措抗放射拭菌の発育と温度及びpH
拾抗放射賦菌の発育最適温度五ぴpHを知る
震に、衣の如き実験を行った。
実験方法:第一報に、通ペた合成培養基の組成
で、福度実験では寒天斜面を、 pH実験では液
第 1表括抗放射賦菌の発育とiE度
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第 3 表
桔抗放射賦菌の発育と操業源との闘係
炭素源の種類 1091 1114，1 11胤|附|総点薮
Galactose + fHt * Glucooe * fHt + Glycerine fI十 * +十Inulin * + * Lactooe + * + Laevulo圃e 一 * 土Malto偶 十件 fHt 世+
M岨 nit * * fI十Starch * * + 8ucrose * + fI十Acetic acid 土 一 + 
Citric acid 一 + * Tartaric acid + 一 一
Contr()l 一(B.醐 I回lution) 一 一
〈需主〉 総点S止は+印の般の総和である。
(2)窒素源
fHt 11 
* 11 * 11 * 9 fI十 9 
+ 3.6 
fHt 14 
fHt 12 
* 7 * 9 土 2 
+ 4 
一 1 
一 。
窒素源の種類:NaNu3. NlI4 NOs. (NH・〉量
1i04. (NH~)2 COs. As-paragin， Casein， Eggalbumin， 
Peptone， Urea， 
実験方
K2 HP04 1.0g 
FeS04 0.01 
KCl 0.5 
CaCh 1.0 
Grluc06e (1164のみは Sucr倒的 20.0
MgS04 0.5 蒸溜水 lOOOcc
NaCl 1.0 
基本培養液に各窒素源を1000ωに対し2.0s"加
小、操業躍の場合と同様実験した。
実験結果:第4表の如〈である。
第 4 表
拾抗放射賦菌の費育と窒素源との関係
室 索 源 1109111141 11叫ml総胡
NaNOo 土 + * 一 2.5 NH4 NOs +十 * * * 9 (NH4 )2 SU4 +十 * * * 10 く;~H4): COS + + 一 + 3 
AsParagin 柵 fHt * fHt 14 C幽ein 柵 柵 * * 16 Eggalbumin * 州 * fHt 14 Peptone * 柵 * 州 12 Urea * 一 一 3 Control 一 一 一 一 。(B紬個I回lution)
第4表によれば、最遁窒素源として 1091は
Aspara.gin， Oasein. 1141は A9pa.I暗 i且.Oa.seiu，
Eg奪o;lbumin. Peptone， 1154 は (NH4)~80.・
Oasein， E~8 1\ Ibumil1， 1166は Asparagin.Egg-
a.lbum.in， Peptoneである。全体を通じて良いの
は、 Oasein，Eggalbumiu， Asparagin， Peptone， 
(NH4 )1804 である。有機躍の窒素の方が、無
機態よりも良〈無機態の中ではアンモニタム鞭
類が好成績を示した。
4.菌体粉末の貯碩試験 拾抗放射献菌の
豪落を乾燥し、務末にして貯蔵した場合、何の
程度生命を維持するかと謂ふ事は、培養傍末の
慮用慣値を左右する重大な問題である。若し乾
埠によって死斌するならば、乾燥掛末は供試し
得たい@
筆者等は乾燥した菌体掛末が、死蹴する迄の
日数、即ち有効保存期澗を知る震に次の如ぎ実
験を行っtc。
実験方法:放射賦菌の液体培養素落を殺菌シ
fーレに採集し、 40・cにて 2日乾燥し無菌操
作によって粉郁し、之を殺菌綿栓試験管に少量
宛分配する@新るものを、室内暗所と、蝉イヒ石
灰デシナーターとに保存し、 1週間毎に、少量
を採ってプ4ヨン寒天に植付け生死を鑑別し
た。
実験結巣:第5表の如〈である。
第 5 表
拾抗放射・賦菌乾燥掛末の有効保存期間
日量生 29136 43 60臼|仰向120 
1091 + + + + 一一一一一一一室 1141 + + + + + 士 土 + 土 一内 一
所
暗 1154 + + + + + + + + 土
1166 + + + 
ヂ 1091 +1+ + + + + + + + + 
ν 
1141 +1+ + + + + + + + + ケ + 
1154 + + + + + + + +1+ +1+ !il 
1166 + + + + + + + +1+ +1+ 
t註) +は生存、ーは死減を示す。昭和23年1.1329
日開始、 1月一3月平均累温 740C。
第5表に示す如し室内暗所で保存した場合
は 1091.1166は約 lナ月有効である。 1141は
2ク月位から死誌が始れ 3ナ月今位で完全に
死諒する。 1154は3タ月頃から死温し始めるが
(2) -2-
4 ~ト月に至るも完全には死滅したい。デシナー
ターに保存したものは4ナ月でも各菌株共、死
諒の傾向を認めたい。
5.死滅温度増養菌体を乾燥する場合の温
度限界を知る掃に、拾杭放射献菌の死滅温度を
実験した。
実験方法:内径lcmの小試験管に液体格養
基を 1cc宛分桂、綿栓殺菌する。之に各菌株の
胞子浮埠液を 1白金耳懸滴する。との際、白金
耳が管壁に触れではならたい。試験管は各菌株
につき各温度毎に5本宛準備し、所定温度の湯
槽にて10分間処理した。との場合、培養液の面
が水面より少〈とも 4cm下にたる様注意Ltco
処理を終れぽ、直ちに水で持却した後、定i鼠器
陀保って発育の有無を調査した。
実験結果:第6表の如〈である。
第6表拾抗放射賦菌の死諒温度
60 I 52 
1091 
1141 
11M 
??????
(註) 11(l6のみは菌糸他は胞子を倹試した。
第6表によれば、死誠温度は1091.1141R_ぴ
1154では64-66・C，1166は 56-5&・0である。
1166は菌糸の死諒温度であれ胞子の夫は之よ
P高いものと思はれる。要之、拾抗放射肱菌の
死蹴温度は胞子で 65・0附近、菌糸では稿々低
ν、。
6.胞手形成に就て 略養粉末は胞子を製
富に含有してゐる事が望ましい。筆者等は胞子
形成の豊富な培養を作る震に、実験告と行った。
(1)単胞子分離による胞子形成力の強い系統
の選出皐胞子分離によって得た多数の系統に
ついて、その性質を比較すれば、その聞に著し
い差異を認める。一例を示せば第7表の如〈で
るる。
一般に胞子形成、色素生産の旺盛た系統は括
抗作用も強い様である。筆者等は胞子形成の良
い系統を選んで培養に供した。
<.2)場養基 pHと胞子形成胞子は一般に、
中性乃至搬アルカリに於て良〈形成せられる。
慣酸性格差基に稽聾すれば、菌糸のみ発育して、
第 7 表
f占抗放射航菌NO.1l54皐胞子分離系統の性質
1 1 11'0. 1l!0~ 
系 統|胞子形成 i色素生産 IB配 teriumRp. 
I I 阻止帯の昭
三7τI - I - I 3.0日
A. 2 + 6.0 
A. 金 3.0 
A. 10 制+ it十 14.0 
A. 12 iIt * 10.0 A. 13 iIt iIt .12..0 
70 
課潤た光津ある衆落を形成し、胞子を作らた
い。然し乍ら、長〈培養を続けると、新陳代謝
によって pHがアルカりに移動するので、漸次
胞子を形成し始める。 徴 アルカリに於ては、菌
糸の発育と胞子形成が同時に行はれ、要そ落は最
初から勝献を呈してゐる。事苦しい酸性叉はアル
カリ性では発育不良で、胞子を形成したい.
(3).酸素の供給酸素の供給不充分の時は胞
子を形成したい。従って胞子をよ〈形成させる
には遁集を行ふのが良い。後述する大量埼聾に
於て撹梓するのはとの震でるる。
7.培養粉末 前項迄に遁ペた実験によって
拾杭放射賦菌の培養について基礎知識を得たの
で、之を基として培養粉末を作る事を試みた。
慮用目的に副ふ需には、1.)精華基材料が安債
で豊富であるとと、2.)培養;方法が簡単である
とと、 3.)量産可能であるとと、等の燦件を満
足し注げればたらたい。
(1)培養材判。養分源として種々の材料を供
試した。即ちふすま、米糠、玉萄黍粉、土媛、
細オミ犠肥等を周ひたが、何れも放射賦菌は発育
した。而して土壌及び細末端肥は、均一の材料
を得離し大量に取扱ふ撃が困難である。筆者
等は最も入手t.易い米糠を使用した。
(2)嘗曾材料。水分、養分を保持し、格差基
の組織を多孔性にして、酸素の供給を良〈ずる
需に茸士曾材料を必要とする。
最初、商増材料とLて銀騎を用ひたが、放射
朕菌の発曹は不良であった。その原因が鋸屑
の含有成分陀あるか否かは明でたい。目下筆者
等の使用してゐるのは籾設である。籾離は現在
の所、最も誼当の様である。夏に土壌を、保水
材料或は pH巌衝材料として添加すれば結果が
- 3ー (3) 
良し養分漉としても初〈様である。
(3)培養方法。培養労法tz:就ては実験中であ
るが、現在行って・ゐQ方法を紹介すれば衣の如
〈である。
重量比で籾殻20.米糠1.土壌10の割合で混
合してよ〈慢拝する。ヲえに水をカ日へて、 60ー 70
%迄水を含ませ、消石炭でpHを7.0前後にす
る。高座殺菌する。殺菌t:::終れば、培養基を取
出し持却する。 50・0位迄怜却じた時、放射賦菌
の菌体粉末又は、胞子懸濁液を接種する。充ヲヂ
揖枠して後、培養基を、容器に入れ、遁温に保
つ。 2-3日培養すれば、籾殻表聞に点々と放
射賦菌の衆落を発生七、特有の臭気を発する。
此の時、培養基を撹枠して、遁気を計り、居を
薄くする。培養の初期には、乾燥したい様に取
級ばねばならないQ 後期は徐k に排出し、温度
は精k低目に保つ。
7-]0日で完全に繁殖するから、之を50・C以
下で直射日光を避けて乾燥し、掛末とする。出
来上ったものは防漁処置をして、乾i燥賦態tz:保
存する。
8.結 冒本報告は措抗放射賦菌の培養粉
末を作る迄の実験経過の概要を述ペたもので、あ
る。研究の目的は Bactel'iumSOII¥I)凪cearUmに
曲るトマト、煙車等の病害事と防除するに在't.
培整粉末は、防除に用ひるー供試材料に過ぎ無
炉。之を土壊に施用して菰燥を顕ずか否かは今
後の研究に侠売ねば友ちたい。
9.摘要
(1)本報告はト?ト背枯病菌 Bact.solanace-
81'Umに対する措抗放射賦菌 No.1091， 1141， 
1154，及び 1166に就て、土嬢施用に供する培養
鴨末を作Q迄に行った実験経過の概要である。
(2)発育遁温及び最適 pHはNo.1091は 24
-27・CpH 7.5附近、 No.1141 86-4000 pH 
6.5， .No. 1154. 3000 pH 7.0， No 1166 3300 
pH 7.0，であった。
(3)煽養基の茨素振とLて最誼のものはNo.
1091にはGlycerine，No. 1141 Gall¥ctose. 01u∞se. 
M:altose， No. 1154 Ml¥nnit. Sucrωe， No. 1166 
Galactose， Mannit， Multoseであった。
(4)最誼窒素源は NO. 10g 1 Aspl¥l略iD，
p8seiD， No， 1144 Aspl¥ragi.n， 0ωe泊，Eggalbumin， 
PeI蜘 1e，No. 11Mほ (NH.)! 80.， 08seill. 
Eggalbumin， No. 1166 Aspl¥l'agi.l，. Egg"，lbumin， 
Peptoneであった。
(5)乾燥した菌休粉末を室内暗所とダシクー
ターとに保存して生存期間注調査した結果、室
内噌所では、 No.1091. No. 1166は約1ナ月で
死滅、 No.1141は2ナ月頃から死読し始め、
約 3ナ月で完全死説、 No.1154は3ク月位か
ら死減L始めるが、 4ク月に至るも未だ完全死
滅しないa
デシナーターに保存したものは、何れも、4
ナ月に至るも死斌の傾向を認めたい。実験期間
の平均気温は 7，400である。
(6)死減i昆度は各菌株共、胞子では64-86・c
菌糸では梢k低い様である。
く7)胞子を製富に形成せし占うる需の僚件は、
(1)胞子形成カの強い系統を濯んで用ひるとと。
ω)樗養基の pHを中性乃至極アルカリに保つと
と、 (3)酸素の供給をと充分たらしめる事でるる。
(8)放射歎菌の埼養粉末を作るには、米糠を
整分源とし、籾殻を草場材料として混じ pH 
を中性附誌に矯正して、殺菌した培発基に放射
献菌粉末叉は胞子懸濁液を接種し、繁殖せしめ
充分発育するを待って、之を 50・0以下で乾悔
し、粉末とナる。
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